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ふくろい

徳川家康公ゆかりのお寺で、曹洞宗屈指の名刹。幼い家康公を戦乱から救った十一
代和尚は、家康公が浜松城主になった折、城に招かれたその席上で居眠りを始めま
したが、家康公は「和尚眠る可し」と言い、「可睡和尚」と愛称せられたことが可睡斎
の名前の由来です。
表紙の写真は、その様子を表現した木彫り人形です。年内展示予定となりますので
この機会に是非ご覧ください。
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～袋井市内の徳川家康公や徳川家ゆかりの地をご紹介します～

「秋葉総本殿 可睡斎（あきはそうほんでん かすいさい）」
CONTENTS

９月定例会の概要……………❷
市政に対する一般質問………❹
常任委員会レポート…………❼



　
市
議
会
は
、
９
月
定
例
会
を
８
月
28
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
５
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
令

和
４
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
決
算
認
定
を
含
む
20
議
案
と
２
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
9
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

 

一
般
会
計
な
ど
10
会
計
の
決
算
は
、

す
べ
て
認
定

9月
定例会◎

議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、

４
億
１
３
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

４
０
１
億
４
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
４
号
〉

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費�

・・・
・
・
・
1
億
円

　

令
和
５
年
台
風
２
号
に
よ
り
被
災
し
た
市
道
大
谷
幕
ヶ
谷

線
の
本
復
旧
工
事
に
要
す
る
予
算
の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　　
［
債※

務
負
担
行
為
］

●
市
道
大
谷
幕
ヶ
谷
線
災
害
復
旧
工
事�

《
期　

間
》
令
和
６
年
度

《
限
度
額
》
１
億
３
２
０
０
万
円

〈
第
5
号
〉（
主
な
も
の
）

●
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
対
策
事
業

�

・・・・・・
５
３
０
０
万
円

　

電
気
料
金
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
経
営
状
況
に

あ
る
高
圧
ま
た
は
特
別
高
圧
電
力
を
利
用
す
る
中
小
企
業
等

を
支
援
す
る
た
め
の
、
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
事
業
の
追

加
を
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

●
袋
井
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
市
や
市
民
及
び
事
業
者
な

ど
の
責
務
を
明
確
に
し
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
た
め
の

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
権
利
利
益
の
保
護
を
図
り
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、

令
和
６
年
１
月
１
日
以
降
に
施
行
さ
れ
る
部
分
に
関
し
て
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
森
林
環
境

税
（
国
税
）
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
個
人
市
県
民
税

の
均
等
割
と
併
せ
て
、
１
人
１
０
０
０
円
の
賦
課
徴
収
を
行

う
こ
と
や
、
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
記
載
事

項
の
簡
素
化
、
軽
自
動
車
税
に
関
し
、
燃
費
・
排
ガ
ス
不
正

を
行
っ
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
負
担
す
べ
き
納
付
不
足
額
の

　

１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会

の
議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※ 

債
務
負
担
行
為
と
は

台風２号により被災した市道大谷幕ヶ谷線
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使用料・手数料
0.6％

商工費　1.8％
消防費　5.3％

農林水産業費　1.6％

歳入 歳出
市税
38.7％

民生費
31.6％

衛生費
14.8％教育費

13.3％

土木費
10.5％

公債費
7.6％

地方交付税・
各種交付金
17.9％

国県支出金
24.5％

その他　2.9％ 繰入金　1.2％
寄附・財産収入　3.0％
繰越金　4.2％

市債
7.0％

総務費
11.7％

災害復旧費　1.0％
労働費　0.2％
議会費　0.6％

加
算
割
合
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。そ

の
他

●
令
和
５
年
度
～
６
年
度
（
債
）
袋
井
市
総
合
健
康

　
セ
ン
タ
ー
非
常
用
発
電
設
備
等
更
新
工
事

《
契
約
相
手
先
》
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト

《
契
約
金
額
》
２
億
４
６
１
８
万
円

《
工
期
》
令
和
５
年
９
月
28
日
～
令
和
７
年
１
月
20
日

令
和
４
年
度
決
算
認
定

　

市
は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
決

算
と
し
て
ま
と
め
、
議
会
は
、
予
算
の
使
い
方
が
適

正
か
つ
効
率
的
で
あ
っ
た
か
、
い
か
に
事
業
の
効
率

が
上
が
っ
た
か
な
ど
を
決
算
審
査
し
、
今
後
の
予
算

や
事
業
計
画
へ
の
要
望
を
伝
え
ま
す
。

一般会計決算
歳入 398億4,840万円
歳出 378億3,415万円

※割合は小数点以下第2位を四捨五入して記載しています。

【特別会計】特定の事業に使われる会計で、国民健康保険ほか４会計あります。

【企業会計】公共の福祉を目的に経営する独立採算の会計です。

会計名 予算額 決算額 執行率（％）

水 道 事 業

収 益 的 収 支
事 業 収 益 19億1,100万円 19億3,656万円 101.3

事 業 費 用 16億4,900万円 16億3,158万円 98.9

資 本 的 収 支
資 本 的 収 入 3億3,900万円 3億1,969万円 94.3

資 本 的 支 出 10億3,000万円 9億9,501万円 96.6

下水道事業

収 益 的 収 支
事 業 収 益 15億6,800万円 15億8,033万円 100.8

事 業 費 用 15億2,400万円 14億9,849万円 98.3

資 本 的 収 支
資 本 的 収 入 25億4,100万円 21億1,560万円 83.3

資 本 的 支 出 29億200万円 24億6,043万円 84.8

病 院 事 業

収 益 的 収 支
事 業 収 益 18億3,300万円 18億356万円 98.4

事 業 費 用 18億3,400万円 17億9,799万円 98.0

資 本 的 収 支
資 本 的 収 入 9,300万円 8,890万円 95.6

資 本 的 支 出 1億7,400万円 1億7,248万円 99.1

会計名 予算額 歳入決算額 歳入執行率
（％） 歳出決算額 歳出執行率

（％）

国 民 健 康 保 険 80億8,400万円 80億7,759万円 99.9 79億7,375万円 98.6

後期高齢者医療 9億1,400万円 9億249万円 98.7 8億9,554万円 98.0

介 護 保 険 60億4,000万円 60億616万円 99.4 58億7,740万円 97.3

駐 車 場 事 業 4,500万円 4,236万円 94.1 4,162万円 92.5

墓 地 事 業 6,180万円 6,320万円 102.3 5,463万円 88.4

※金額と割合は、それぞれ1万円未満と小数点以下第2位を四捨五入して記載しています。

※金額と割合は、それぞれ1万円未満と小数点以下第2位を四捨五入して記載しています。
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市
政
に
対
す
る 

▼
▼
▼ 

一
般
質
問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
通
信
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

問
市
に
お
け
る
過
去
の
デ
ー

タ
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
た

か
、
ま
た
分
析
に
基
づ
く
対
処

策
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

中
学
で
は
各
教
科
で
改
善

の
傾
向
に
あ
る
、
一
部
小
学
校

で
国
語
算
数
と
も
に
全
国
平
均

を
上
回
る
が
、
過
去
の
調
査
結

果
と
同
様
、
小
6
の
国
語
で
読

解
力
や
書
く
力
に
課
題
が
あ
る

と
分
析
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

日
々
の
授
業
を
充
実
し
読
解
力

や
書
く
力
を
向
上
、
袋
井
型
授

業
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
。

問
課
題
対
応
に
は
地
域
や
各

種
団
体
の
協
力
も
必
要
で
は
な

い
か
。

答
無
限
の
可
能
性
を
持
っ
た

子
供
た
ち
の
成
長
に
は
家
庭
や

地
域
の
大
人
が
と
も
に
支
え
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
の
協
力
を
借
り
社
会
総

が
か
り
で
の
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

総
合
防
災
訓
練
の
取
組

問
適
切
な
避
難
行
動
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
ツ
ー
ル

を
用
い
受
信
発
信
す
る
な
ど
実

態
に
即
し
た
訓
練
は
重
要
で
は

な
い
か
。

答
非
常
に
重
要
で
、
今
回
自

主
防
災
隊
長
か
ら
参
加
者
に
対

し
安
全
な
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
や

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
情
報
ア
プ
リ

を
記
載
し
た
防
災
チ
ラ
シ
を
配

布
、
情
報
把
握
の
重
要
性
を
説

明
し
て
も
ら
っ
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
の
た
め
に

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ

の
取
組
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
。答

現
在
、地
球
温
暖
化
対
策・

区
域
施
策
編
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
市
民
と

事
業
者
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
一

丸
と
な
っ
て
目
指
し
て
い
く
将

来
像
で
あ
る
。

災
害
避
難
の
多
様
性
に

つ
い
て
の
取
組
は

問
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方

や
障
が
い
者
な
ど
、
災
害
弱
者

に
対
す
る
受
け
入
れ
方
や
対
応

は
。答

避
難
者
で
組
織
さ
れ
る
運

営
委
員
会
の
中
で
、
要
配
慮
者

支
援
班
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
避
難
者
相
互
に
よ
る

支
援
、
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
訓
練
な
ど

を
通
じ
、
周
知
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

久
野
城
址
保
存
会
の
日
本

城
郭
協
会
大
賞
を
受
け
て

問
大
賞
受
賞
と
い
う
栄
誉

を
、
広
く
内
外
に
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
５
月
の
市
長
定
例
記
者
会

見
に
お
い
て
、
受
賞
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。
ま
た
、
広
報
ふ
く
ろ
い
８

月
号
に
受
賞
に
関
す
る
記
事
を

掲
載
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
も
、受
賞
内
容
を
記
載
し
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。

U
D（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
）タ
ク
シ
ー
の
増
車
を

問
な
ぜ
U
D
タ
ク
シ
ー
の
増

加
が
進
ま
な
い
の
か
。

答
経
費
負
担
の
増
加
や
、
教

育
訓
練
の
必
要
性
に
加
え
、
近

年
、
全
国
的
に
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
運
転
者
不
足
の
観
点
か

ら
、
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
の
増
加
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

問
地
域
の
住
民
や
利
用
者

に
、
Ｕ
D
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
利
用
手
順
を
広
く
知

ら
せ
る
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。

答
十
分
な
広
報
は
で
き
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
タ
ク

シ
ー
の
理
解
を
広
め
る
こ
と
が

利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
、
タ
ク
シ
ー
の
普
及

に
つ
な
が
る
。
今
後
に
お
き
ま

し
て
は
、
Ｕ
D
タ
ク
シ
ー
や
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
認
知
度
が
高
ま

る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
に
て
市
民
に
周
知
し
て
い

く
。

熱
中
症
対
策
の

推
進
を

問
高
齢
者
世
帯
の
エ
ア
コ
ン

の
整
備
や
点
検
を
促
す
取
組

は
。答

現
在
、
経
済
産
業
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
エ
ア
コ
ン

点
検
や
試
運
転
の
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
暑
い

夏
に
備
え
、
エ
ア
コ
ン
が
し
っ

か
り
機
能
す
る
よ
う
熱
中
症
予

防
の
啓
発
事
業
と
し
て
、
梅
雨

入
り
前
ま
で
の
点
検
実
施
な
ど

周
知
し
て
い
く
。

木き

下し
た

　
正た

だ
し議

員

鈴す
ず

木き

賢よ
し

和か
ず議

員

村む
ら

松ま
つ

和か
ず

幸ゆ
き議

員

「袋井市総合防災訓練」説明資料

久野城 鳥瞰図

高齢者 熱中症対策
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エ
コ
パ
内
に
、
硬
式
野

球
場
の
併
設
が
必
要

問
併
設
に
お
け
る
、
波
及
効

果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
野
球
場
の
整
備
に
よ
り
、

エ
コ
パ
の
価
値
や
機
能
が
高
ま

る
こ
と
で
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
野
球
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
こ
と

に
加
え
、
各
種
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
交
流
人
口
が

拡
大
し
、
一
定
の
経
済
効
果
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
市
の
魅
力
も

高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
圏
域
市
町
の
関
係
者
や
関

係
団
体
に
対
し
て
の
働
き
か
け

が
必
要
で
は
。

答
遠
州
灘
海
浜
公
園
に
続

く
、
エ
コ
パ
内
へ
の
野
球
場
設

置
に
向
け
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
県
や
掛
川
市
を
は
じ

め
と
し
た
近
隣
市
町
と
共
に
、

官
民
協
働
で
の
機
運
醸
成
の
取

組
方
法
、
広
域
連
携
な
ど
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
協
議
を
重
ね

て
行
く
。

消
防
団
組
織
・
配
備
車

両
の
再
編
が
必
要

問
機
能
的
で
実
行
力
の
高
い

消
防
団
組
織
の
構
築
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

答
消
防
団
充
実
強
化
検
討
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
消
防

団
員
だ
け
で
は
な
く
、
ま
と
い

会
や
自
治
会
連
合
会
な
ど
地
域

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
消
防

団
組
織
の
再
編
に
よ
る
分
団
の

統
廃
合
や
、
配
備
車
両
の
再
編

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
行

く
。

消
防
団
へ
の
自
治
会
協

力
金
に
関
し
て

問
浜
松
市
で
は
、
自
治
会
か

ら
協
力
金
を
も
ら
う
こ
と
は
違

法
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
識

し
、
協
力
金
を
も
ら
わ
な
い
よ

う
指
導
し
て
い
る
。
当
局
は
ど

の
よ
う
に
考
え
、
改
善
す
る
意

図
が
あ
る
か
。

答
消
防
団
協
力
金
は
地
域
と

各
分
団
と
の
相
互
理
解
の
中
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

適
正
に
対
応
し
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
。

高
校
生
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
に
補
助
金
を

問
県
内
で
補
助
金
を
出
す
と

こ
ろ
が
出
て
き
た
。
補
助
金
支

給
に
向
け
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。答

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
補
助
の
実
施
予
定
は
な
い

が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
周
知

す
る
こ
と
で
、
自
転
車
の
安
全

利
用
の
促
進
を
図
り
た
い
。

市
営
オ
ー
ト
バ
イ
駐
輪

場
所
改
善
を
求
め
る

問
東
側
へ
の
出
入
り
は
急
な

狭
い
通
路
で
自
転
車
と
オ
ー
ト

バ
イ
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
西
側
に
駐
輪
す
れ

ば
危
険
な
状
態
は
改
善
で
き
る

の
で
は
。

答
現
在
の
駐
輪
場
の
利
用
形

態
を
維
持
す
る
中
で
、
利
便
性

と
安
全
性
に
考
慮
し
た
運
営
に

努
め
て
い
く
。

橋
梁
の
通
行
止
め
の

解
消
は

問
昨
年
の
台
風
15
号
で
被
災

し
た
市
内
橋
梁
の
被
災
状
況
と
今

後
の
復
旧
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
延
久
の
新
屋
橋
は
、
７
月
下

旬
に
今
井
自
治
会
連
合
会
と
磐
田
市

向
笠
新
屋
地
区
を
対
象
に
、
残
る
橋

脚
の
撤
去
工
事
の
説
明
を
行
っ
た
。

新
た
に
橋
を
架
け
た
場
合
、
橋
脚
が

上
が
り
、
橋
に
接
す
る
堤
防
道
路
の

か
さ
上
げ
が
必
要
と
な
り
、
用
地
の

確
保
や
周
辺
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
、
多
額
の
事
業
費
が
か
か
る
こ
と

を
説
明
し
た
。
今
後
は
磐
田
市
と
連

携
し
地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
議
し
て
い
く
。
敷
地
川
の
山
田
地

区
の
洞
広
橋
は
、
地
区
自
治
会
運
営

委
員
会
の
方
々
と
２
回
協
議
し
た
。

洞
広
橋
の
架
け
替
え
は
河
川
改
修
と

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
合
理
的
と

考
え
、
県
の
動
向
を
み
る
中
で
、
地

域
と
協
議
し
て
い
く
。
岡
野
橋
は
方

丈
、
愛
野
自
治
会
連
合
会
長
と
１
回

協
議
し
た
。
架
け
替
え
は
非
常
に
厳

し
い
こ
と
を
説
明
し
、
今
後
も
両
会

長
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

災
害
に
備
え
た
道
路
河
川

の
予
防
伐
採
の
推
進
を

問
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

道
路
河
川
周
辺
の
樹
木
の
予
防
伐

採
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
道
路
に
張
り
出
し
、
著
し
く

車
両
通
行
に
影
響
あ
る
場
合
は
市

で
撤
去
し
て
い
る
。
市
が
管
理
す

る
準
用
河
川
は
、
土
砂
し
ゅ
ん
せ

つ
の
際
河
床
の
樹
木
の
伐
採
を

し
、
県
管
理
の
河
川
は
袋
井
土
木

事
務
所
へ
要
望
す
る
な
ど
、
対
応

し
て
い
る
。

大お
お

場ば

正ま
さ

昭あ
き議

員

髙た
か

木ぎ

清き
よ

隆た
か議

員

竹た
け

野の

　
昇の

ぼ
る議

員

小笠山総合運動公園

注意喚起の掲示

洞広橋の様子
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市
政
に
対
す
る 

▼
▼
▼ 

一
般
質
問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
通
信
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

学
校
体
育
館
の
熱
中
症

対
策

問
学
校
体
育
館
使
用
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
は
。

答
体
育
館
で
の
暑
さ
指
数
31

度
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、
運

動
を
中
止
し
内
容
の
変
更
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
る
。
31
度
未

満
で
も
活
動
時
間
の
短
縮
や
冷

風
機
、
大
型
扇
風
機
の
使
用
、

小
ま
め
な
休
養
や
水
分
補
給
指

導
の
徹
底
な
ど
の
対
策
を
講
じ

た
う
え
で
活
動
を
し
て
い
る
。

問
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
導
入
へ
の
取
組
は
。

答
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
は

当
面
は
様
々
な
ソ
フ
ト
対
策
を

講
じ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
確
保
す
る
。
夏
の
暑
い
時

期
の
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る

場
合
は
、
空
調
設
備
を
有
す
る

施
設
へ
の
避
難
や
、
避
難
人
数

の
制
限
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

必
要
な
資
機
材
の
配
備
な
ど
適

切
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

保
育
環
境
対
策

問
保
育
環
境
課
題
へ
の
取
組

は
。答

保
育
士
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
修
了
者
へ
上
限
４
万
円
給
付
に

よ
り
、
保
育
の
質
向
上
と
人
材
確
保

に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
園

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
全
園
に
導
入

し
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
国
庫
補
助
を
活
用
し
て
新
た
な

支
援
施
策
も
検
討
し
て
い
く
。
担
任

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
フ
リ
ー
の
正
規

職
員
配
置
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
小
企
業
振
興
の
条
例

制
定
を

問
コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
中
小
企

業
は
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ

て
い
る
。
当
該
企
業
を
支
援
す

る
た
め
の
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を

望
む
。

答
市
内
企
業
優
先
で
の
工
事

発
注
や
労
働
団
体
の
役
割
な
ど

も
明
記
し
た
条
例
制
定
に
向
け

て
、
関
係
団
体
と
協
議
し
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

税
外
負
担
は
無
く
す
べ
き

問
市
内
の
半
数
の
小
中
学
校

で
教
育
振
興
会
が
組
織
さ
れ
、

学
校
へ
の
経
費
の
負
担
を
住
民

に
求
め
て
い
る
。
教
育
に
係
る

経
費
は
市
が
責
任
を
持
つ
べ
き

で
あ
る
。

答
教
育
に
係
る
経
費
は
行
政

負
担
が
原
則
だ
が
、
善
意
に
よ
る

学
校
へ
の
支
援
の
在
り
方
は
各
学

校
の
教
育
振
興
会
側
で
検
討
い
た

だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普

及
を

問
東
日
本
大
震
災
時
の
火
災

は
半
数
が
通
電
火
災
に
よ
る
も
の

で
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
市
で
は

袋
井
地
区
・
上
山
梨
地
区
に
限
定

し
て
補
助
を
し
た
結
果
42
件
の
み

が
設
置
さ
れ
た
。今
後
の
取
組
は
。

答
現
時
点
で
は
助
成
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。
今
後
、
普
及

に
向
け
て
、
先
進
他
市
の
状
況

な
ど
を
調
査
研
究
し
普
及
を
し

て
い
き
た
い
。

認
知
症
問
題

問
認
知
症
対
策
の
課
題
と
そ

の
対
応
は
。

答
認
知
症
の
発
症
や
進
行
予

防
対
策
の
普
及
、
認
知
症
の
疑

い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
体
制
、

認
知
症
の
方
に
対
す
る
理
解
の

浸
透
な
ど
が
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
若

い
頃
か
ら
食
習
慣
の
改
善
や
身

体
運
動
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
話

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
介
護

予
防
体
操
や
居
場
所
づ
く
り
な

ど
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

問
認
知
症
の
予
防
と
早
期
発

見
へ
の
対
策
は
。

答
認
知
症
の
発
症
や
進
行
を

遅
ら
せ
る
た
め
、
食
生
活
の
改

善
や
運
動
指
導
に
つ
い
て
の
取

組
を
広
げ
て
い
く
。
ま
た
、
早

期
発
見
の
対
策
と
し
て
、
認
知

症
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
普
及
と

あ
わ
せ
て
認
知
症
の
地
域
支
援

の
推
進
や
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
体
制
を
強
化
し

て
い
く
。

教
育
問
題

問
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児

童
生
徒
の
要
因
と
対
応
は
。

答
不
登
校
の
要
因
と
し
て

は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
や
人

間
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

無
気
力
や
不
安
な
ど
に
よ
り
不

登
校
が
長
引
い
て
い
る
。ま
た
、

不
登
校
対
策
と
し
て
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
に
家
庭
支
援
員
を

配
置
し
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

な
ど
の
悩
み
に
寄
り
添
い
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

竹た
け

村む
ら

眞ま

弓ゆ
み議

員

大お
お

庭ば

通み
ち

嘉よ
し議

員

村む
ら

井い

勝か
つ

彦ひ
こ議

員

保育の様子

感震ブレーカー分電盤タイプ（後付型）

認知症の方への声掛けの手引き
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常任委員会レポート
総 務 委 員 会

民生文教委員会

令和５年度袋井市一般会計補正予算（第５号）
～デジタル田園都市国家構想交付金～

令和４年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定
～情報管理費～

令和４年度袋井市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定

袋井市犯罪被害者等支援条例の
制定について

令和４年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定
～戸籍住民基本台帳費～

令和４年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定
～老人福祉費～

地域の現状把握のための基礎調査に係る委
託料は何に使うのか。また、調査の結果はど

のように生かすのか。

本調査は、本市の新たな人口ビジョンを策
定するために、将来推計人口をシミュレー

トすることが、主な業務であること。また、人口の
減少や変化が、市民生活にどのような影響を与える
のか、子育て環境や産業、防犯防災といった各分野
の将来に与える影響などを、庁内で議論していくた
めの基礎調査として行うものであり、総合計画並び
に総合戦略の改訂に使っていくものである。

本市のオープンデータ（行政や公的機関が保
有する情報を、社会で効果的に利用できるよ

う機械判読に適した形式かつ二次利用が可能なルー
ルで公開されたデータ）は利活用しやすいように
なっているのか。

徘回ＳＯＳネットワーク事業に関し、あんしん
見守りシールの効果や実効性に関しての見解
はどのように、捉えているのか。

いつも履く靴などにシールを付けるようお
願いをしているが、徘徊するときに必ず

シールを身に着けているか分からないことが課題で
あるととらえている。

8050問題については、高齢者の生活が厳
しくなったという相談を通じて発覚する例

が多い。今後の対応については、まずは、親が抱え
る課題に応じて、親を適切なサービスにつなげてい
く。続いて子どもの対応となるが、庁内関係各課と
連携し、抱えている課題などを分析して対応策を検
討するという順序で8050問題に対応していく。

袋井市犯罪被害者等支援条例の第１条の目
的に、事業者の責務を記載した思いを伺いた

い。また、犯罪被害者の被害には、精神的な被害も
該当するとの認識でよいか。

犯罪被害者等の支援について、事業者の方
も一緒になって、市全体で寄り添って、支

援をしていく思いがあり記載した。また、精神的な
被害を受けた犯罪被害者も支援の対象となっている。

利用者が情報をいち早くキャッチできるよ
う、オープンデータサイトにおける公開上

の工夫が必要である。本市では、県内他市町に先駆
けて専用のサイトを開設し、普及に努めてきたとこ
ろである。また、広域的なつながりの中で、県内の
データを比較できるような見せ方も必要であるため、
静岡県のサイトでもデータを公開するとともに、県
内市町などとの研究会での議論を深め、オープン
データが有用に使われるように努力していきたい。

出産・結婚祝い品の単価について、袋井市に
住む人たちがもらってうれしいと喜んでいた

だけるよう、金額的にも内容的にも、魅力を感じるも
のに少し検討を加える必要があると感じるがどうか。

予算の範囲のなかで、贈呈品の検討につい
ては、基本的には地場産品など、袋井市に

関係するものを第一前提としていきながら考えてい
きたい。

孤立・無業状態にある50代の子を80代の親
が支え、親子共倒れのリスクを抱える「8050

問題」の相談件数が急増している。相談件数急増の
原因の分析はできているか、また、今後の対応は。

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

　令和５年度一般会計補正予算や令和４年度
一般・特別企業会計の各決算をはじめ、条例の
制定や一部改正などの議案を、各常任委員会
で審査しました。ここでは、その一部を紹介し
ます。

常任委員会レポート
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建設経済委員会

令和５年度袋井市一般会計補正予算（第５号）
～商工総務費～

令和４年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定
～河川管理費～

令和４年度袋井市下水道事業会計
決算認定

電気料金の高騰を受け、厳しい状況にある市
内中小企業などの事業継続を支援するため、

高圧・特別高圧電力を利用する中小企業者などへ、
電気料金の高騰分の一部を支援するとのことである。
県でも特別高圧電力の支援制度があるようだが、両
方の支援を受けることは可能なのか。

特別高圧電力に関しては、県は上昇分に対
して１kwh当たり3.5円の支援をしていると

伺っている。市は上昇分に対して１kwh当たり１
円を支援するが、市と県で二重に支援することはで
きないため、しっかり精査し対応していく。

２つの自治会連合会と53の自治会から、合
計87件の要望が出された。そのうち56件に

対応し、対応率は64％である。

河川愛護において危険箇所の草刈に関して、
要望があった自治会数と、要望のあった箇所

について実際に草刈りを行ったのは何件か。

下水道の処理区域内の接続率を向上させるた
めの取組はどうか。

接続率を向上するため、普及員の未接続世
帯の戸別訪問をはじめ、チラシの配布、11

月のふれあい夢市場などのイベントにブースを出し
て下水道の接続についてＰＲするなど、様々な普及
活動に取り組んでいるが、さらなる接続率向上のた
め、新たな方法についても検討していく。

A

A

A

Q

Q

Q

　袋井市議会は、令和５年７月３日に姉妹都市の長野県塩尻市、７月４日に友好都市の山梨県北杜市へ表
敬訪問を行いました。塩尻市では、常任委員会における政策提言や議員提案による手話言語条例制定の取
組について、北杜市では、人口減少対策についてそれぞれ研修を受けました。表敬訪問で学んだことを今
後の議会活動に生かしていきます。

〈塩尻市〉 〈北杜市〉

姉妹都市及び友好都市表敬訪問（令和５年７月３日、７月４日）
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討 論

髙木清隆 議員（自民公明クラブ）
議第73号
　令和４年度における各種事業の取組については、新型コロナウイルス感染症対策、豪雨災害対応と
通常業務以外への対応が増える中においても、第２次袋井市総合計画・後期基本計画に沿い、多岐に
わたる分野において、全庁体制にて多様な施策を着実に取り組んでいることについて評価する。

議第74号
　安定した国保財政運営に向けた収入確保への取組、重症化・長期化を防ぐ保健指導への取組な
ど、多方面に配慮がなされた運営に取り組んでいる。

議第80号
　袋井市水道事業におけるアセットマネジメント計画や経営戦略に基づき、経営の効率化、適正化
に取り組まれている。
以上のことから賛成する。

＊議案名は、下段の議案に対する議員の賛否をご覧ください。

賛　成

竹村眞弓 議員（無会派）
議第73号
　物価高騰で市民生活の危機的状況が続く中、一般会計決算の全体からみて毎年同様に国策に乗っ
た事業や、財政の硬直化を防ぐための財源確保が優先し、市民に寄り添った施策、住民福祉の向上
を図ることを考えた行政運営は不十分であった。

議第74号
　加入者が安心して保険料を払え、医療機関に受診し、命を守るために、基金を活用した引き下げ
で加入者の負担軽減が必要である。

議第80号
　経営状況が良好であることから、他の自治体が行っているように減免等による負担軽減策が必要
である。
以上のことから反対する。

反　対

議案に対する議員の賛否 ○：賛成　×：反対　△：棄権　ー：欠席または除斥
 〈議長（鈴木弘睦）は、採決に参加しません。〉 

賛否が分かれた議案
太
田
裕
介

鈴
木
賢
和

黒
岩
靖
子

安
間
　亨

村
松
和
幸

木
下
　正

村
井
勝
彦

佐
野
武
次

鈴
木
弘
睦

戸
塚
哲
夫

竹
野
　昇

竹
村
眞
弓

立
石
泰
広

近
藤
正
美

大
場
正
昭

寺
田
　守

山
田
貴
子

髙
木
清
隆

大
庭
通
嘉

＊上記以外の各議案は、全員、賛成でした。
令和４年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 R5.9.27 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議第73号 ◯

議
決
結
果

議
決
日
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今年もやります「フッピートーク」
～袋井市の未来を語ろう～

臨時会・定例会の
お知らせ

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
【11月市議会臨時会】
11月 6日（月）市長提出議案の審議
【11月市議会定例会】
11月27日（月）開会、議案の説明
12月 5日（火）市政に対する代表質問

6日（水）市政に対する一般質問
7日（木）市政に対する一般質問
8日（金）市政に対する一般質問
11日（月）議案の審査（常任委員会）
12日（火）議案の審査（常任委員会）
13日（水）議案の審査（常任委員会）
22日（金）委員長報告～採決、閉会

　　　　　　　　　　　　　　※変更となる場合もあります

11月市議会

皆さんのご参加を
お待ちしています。

東海地区都市監査委員会及び
静岡県都市監査委員会の表彰

　大庭通嘉議員は市議会議員監
査委員６期、通算８年10カ月に
わたり、袋井市の財務の執行及
び経営に係る事業の管理を監査
し、市政の発展に貢献・尽力さ
れた功績が認められたことによ
り、東海地区都市監査委員会及
び静岡県都市監査委員会から、
表彰を受けました。

静岡県市町議会議員研修会
（令和５年８月17日）

　静岡県コンベンションアーツセンター「グラン
シップ」において、社会活動家の湯浅誠氏を講師に
迎え、「人を活かす地域づくり～子ども食堂から多
世代交流の場づくり～」を演題に、静岡県市町議会
議員研修会が開催され、袋井市の議員も参加しまし
た。

袋井市森町議会議員研修会（令和５年８月４日）
　袋井市役所において、早稲田大学マニフェスト研究所 ローカル・マネージャー兼招聘研究員の長内紳悟氏を講師にお
招きし、「対話でつくる政策議会の進め方」を演題に、袋井市及び森町の議員が合同による研修会を実施しました。

ⓒ袋井市

　今年度から広報広聴委員会として新たなスタートを
切りました。今までよりもっと議会を身近に感じていた
だきたい、議員と垣根のない意見交換で市の課題を共有
できたらと考えています。今回も３つのテーマについ
て、老若男女たくさんの方々のお話を伺い、今後の市政
に生かしたいと思っています。

（広報広聴委員：竹村眞弓 )


